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価値観研究プロジェクト
Value Study Project

国際基督教大学における価値観研究

　1960年代国際基督教大学では，全人格的な教育という教育理念の実現には，学生の一人一人が人格形成を努
め，課せられた社会的役割を正しく果たすときの意志決定を支える基盤である価値観の究明が重要であると考
えられた．1961年にM. E. Troyer教授を中心に「大学生の価値観」研究班が組織され，1966年まで調査が
行われた．それは資料収集のためだけの調査ではなく，調査を通して学生たちの精神発達を促し，その変容を
出来る限り科学的に査定するという，いわゆるアクッションリサーチを目指していた．また，1980年代初頭，
1990年代および2000年代に入ってからも，同様の調査研究が断続的且つ部分的に行われてきた．
　60年代においてTroyer教授が担当し，大学要覧に載せられた社会科学科共通科目「価値の研究」の摘要は
次の通りである．
　　「この科目の目的は，（1）価値の抽出記載に表われた学生の価値や価値態

度がどのようなものであるかを明確にし，大学在学中にそれがどの様な方
向へ向かって形成され，成長していくかということを学生自身が深く追求，
把握できるよう助けとなること，（2）学問的文献に表われた価値観の諸前
提を批判的，分析的に理解する助けとなること，および（3）価値研究に関
する文献を紹介することである．1962年度以降入学の学生全員が必修．第
1学年度の第1学期，第2学年度の第3学期，第4学年度の第2学期に各1
単位ずつ順を追って履修のこと．」

図1が示すような様々な調査が施行され，それらの
回答を基にして個々の学生は自己の価値志向を洞察
し，また，授業中の討議演習を通して他人との比較
検討を行った．
　これら諸調査の内，宗教倫理観についてはトロイ
ヤー他（1964），道徳判断と職業選択については
原（1968,1970）および笛田他（1984），人生観
については岩崎他（1984），原他（1992），大井
他（1994），および岡林他（1995），大井（1996）
が論文で発表されている．また卒業論文では北山
（1962），竹上（1963），太宰（1963），上野（1972），
矢部（1974），岩崎（1984），笛田（1984），鈴
木（2006）また修士論文では鈴木（1988），大井
（1989），岡林（1990），吉田（2006），さらに

博士論文では岡林（1994），大井（1995）を挙げることができる．
　原他（1992）は，90年代の価値観研究の枠組みとして，次の4つの問題を挙げ，分析解釈の担当者を定め，
共同研究をした．
「1．複数の異なる文化的背景を持つ価値体系は，どのようなパターンをもってわれわれ個人の意識に内在化さ
れるのか．また被験者の属性を関連させてある特定の傾向を見出すことが出来るのか．（価値志向の基本構造と

図1　価値抽出記載一覧表（Troyer他の資料に加筆）
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多様性の問題），2．異なる価値志向の間に生ずる矛盾や葛藤に対し，個人はどの様に対処するのか．（価値志向
の一般的力動性と個性的方略の問題），3．これらの価値志向は，果たして多くの理論が仮定するように体系化
され，自律性を獲得し，自我統合の中核として機能するのか．もしそうであるならば，どのような行動の変容
を通してこの事実を確認することができるのか．（価値志向の発達機序の問題），4．パーソナリティの成熟過程
において，大学教育はどのような影響力を持ち得るか．また，教育効果の可能性と限界を査定する方法は何か．
（価値志向に及ぼす大学教育の役割の問題）」原他（1991）は問題1を中心に，岡林（1994）は大学生の価値
志向と教育環境の横断的比較を行い，問題4を中心に論じ，大井（1995）は60年代の協力者への追跡調査（質
問紙調査と面接調査）と社会化のエイジェントである両親への調査によって，問題3を中心に論じた．
　2000年代においては人生観の質問紙調査を2004年度新入生とその両親に行い，さらに大学生の2年次，4
年次の縦断的調査を行い，60年代と90年代の資料との比較検討，および，在学中の変化を検討した．2000
年代の研究の特徴は，質問紙調査協力者の中から応諾してくれた新入生に面接調査を行い，さらに彼らの2年
次と4年次に縦断的面接調査を行い，詳細に現代の大学生の価値志向の特徴を明らかにしたことである．栗山

他（2005，2008，2009）は面接調査によっ
て，個人の語る生き方の志向性から価値の
基本構造を直接把握することを試み，在学
中の経験や個人の発達的文脈，精神発達の
理論的観点から，価値志向の特徴を検討し
た．また，大井他（2007）は面接調査の
資料と質問紙調査の資料を付き合わせ，人
生観プロフィールの特徴を検討した．
　図2で示したように国際基督教大学にお
ける1960年代からの価値観調査の資料が
蓄積されている．昨年までは心理学の教員
たちが細々と継続してきた「価値観研究」
だったが，本年度から教育研究所のプロジェ
クトとして立ち上がったことにより，青年
期の大学生の価値志向の詳細な探求と大学
教育の役割を，より組織的，かつ永続的に
検討することができると思われる．
　下記に国際基督教大学の「価値観研究」
関連の文献を記載した．
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図2　国際基督教大学における人生観調査の相互関係
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